
シリーズ 「発掘！東京科学大学の研究と社会貢献」 第 11 回

磁性材料フェライトの発明と工業化

磁石といえば「金属」が常識だった。そんな時に「セラミックス」材料から，
現代社会を支える磁性材料「フェライト」が大岡山の地で生まれた。

本学で画期的なフェライト磁石が発明されたのは 1930 年 〔昭和 5〕 で， 本学が大学

に昇格した直後の快挙でした。 その科学的意義 （ノーベル賞級の大発見） と応用的価

値 （エレクトロニクス社会の招来） が理解されるまでにはしばらく時間がかかりましたが，

第 2 次世界大戦後 （1945 年以降） の電気 ･ 電子産業の飛躍的な発展を可能にした

立役者といえます。 今日ではあらゆる電子機器に組み込まれ， 私たちの高度文明を支

えています。 ◆現在， 電気 ･ 磁気 ･ 光は本質的に不可分のものとして理解されていま

すが， 当時はまだ磁気の正体はベールに包まれ， かろうじてその姿が垣間見え始めた

ところでした。 暗中模索だった当時の状況を再現すると分かりにくい話になりますので，

ここでは， 本学でなされた偉業を最初に現代の目でまとめた上で， 発見者の生い立ち，

人となり，発見の経緯，及び大学発ベンチャーを経て一大産業になる過程を紹介します。

科学が進歩した現在では，磁力は物質
中の無数の電子の公転及び自転運動（電
子スピン）に伴う磁気モーメントに由
来することが分かっています（図➊ A, 
B）。通常はこれら磁気モーメントの向
きはランダムゆえ，物質総体としては
打ち消され磁力は生じませんが（図➊ C, 
a），磁気モーメントの向きが揃うと磁
力となって外に現れます（図➊ C, b）。

本 学 に 新 設 さ れ た 電 気 化 学 科 の 加 藤
与 五 郎 と 武 井 武 は 亜 鉛 フ ェ ラ イ ト

（ZnO･Fe2O3）とその類縁化合物の磁気
特性を 温度を変えながら調べていた時
に，コバルトフェライト（CoO･Fe2O3）
を一旦高温にし，磁場をかけながら徐
冷すると強力な磁石になることを発見
しました。高温下で電子の磁気モーメ

ントの向きが磁場と同じ向きに揃い，
温度降下によってその状態が維持され
たまま固定されたのです。この「磁場
内冷却効果」は，本人たちも小躍りし
た予想外の大発見で，しかもフェライ
トという新しい材料（セラミックス，
絶縁体）でありながら，磁力の強さは
当時世界最強と話題になっていた金属

製磁石（注 1）を上回ったのです。さらに，

銅フェライト（CuO･Fe2O3）と亜鉛フェ
ライトを混合して焼成すると透磁率が
非常に高い（磁化され易い）材料が得
られることを見つけ，電磁石や変圧器
の磁心の他，それまで不可能だった高
周波対応の機器への応用も可能にし，
一時代を築きました（p. 15, 図➓）。大学発
ベンチャーも大成功をおさめました。

1. 磁性とフェライトの入門編

1.1. 磁性とは？

永久磁石は直感的に磁性材料だと分か
りやすいのですが，磁場内で一時的に
磁化される物質も「磁性材料」といい
ます。そもそも人類と磁石の最初の出
会いはどのようなものだったのでしょ
うか。古代ローマ（約 2,000 年前）の
プリニウスによる『博物誌』には次の
ような記述があります： 「ある日，羊飼
いのマグネスが羊の番をしていると，
自分の鉄の杖とサンダルの釘が大きな
黒い石にくっつき ･･････」。当時は磁
力という概念は有りませんでしたから，
石の “ 精神力 ” のなせる業とみなされま

➊ 電子のような荷電体が動くと磁場が発生する （A）。 同様のことは原子を構成する電子にも当てはまり， 磁性の根

源は原子核の周りを周回する電子の 「軌道磁気モーメント」 と電子自身の “ 自転 ” に由来する 「電子スピン磁気

モーメント」 にある （B）。 前者は， 磁石の性能評価や材料設計において重要な指標になる。 後者には， 上向き

（+1⁄2） と下向き （-1⁄2） の 2 種類のスピンがあり， 多くの場合上向きと下向きが対になって打ち消し合い磁場形

成に寄与しないが， 不対電子は 1 個の極微小磁石として振舞う ： 原子番号 26 の鉄原子は 26 個の電子を有す

るが， その内の 22 個が対 （⇅） をなしており， 4 個が （M 殻 3d 軌道上に） 不対電子 （↑） として存在する。



した。この黒い石は磁鉄鉱（マグネタ
イト，Fe3O4）だったと考えられます。
天然産の磁鉄鉱の不思議な性質は人々
の興味を惹きつけ，羅針盤に応用され
るなど徐々に生活に利用されるように
なりました。その後の研究で，鉄合金

製の強力な人工磁石（注 1）が次々と作ら

れ，（1）分析法の進歩に伴い，それら
の磁石を構成する原子群の並び方（結
晶構造）が明らかにされました。さらに，

（2）原子 ･ 分子の構造に関する理解が
進むにつれ，磁性の起源も次のように
説明できるようになりました。すなわ
ち，物質中の電子（e–）の公転と自転
運動（スピン）に伴う磁気モーメント
が磁力の正体であることが分かったの
です（量子力学の成果）（図➊）。電気
と磁気を統合して「電磁気学」とよば
れるのも納得ですね。通常の物質では，
内部の無数の電子の公転軌道面やスピ
ンの向きはランダムで磁力はお互いに
打ち消し合いますので（図➊ C, a），磁
性は見られませんが，公転軌道面やス
ピンの向きが揃った特殊な材料（永久
磁石）や磁場の影響を受けると電子の
磁気モーメントの向きが揃う材料では
磁性が現れるのです（図➊ C, b）。

1.2. フェライトの組成と特性

以上は，金属製の「永久磁石」や電磁
石の「鉄心」に焦点を当てた紹介です
が，本稿の主題である「フェライト」は，
酸化鉄（鉄鉱石，Fe2O3）の粉末に様々
な金属酸化物（Metal oxide, MO）の粉
末を混ぜ合わせて高温で焼き固めて作
られる材料（セラミックス，一般式 : 
MO･Fe2O3）であり，そのユニークな磁
気特性により，携帯電話 ･ パソコン ･
薄型テレビ ･ ハイブリッドカー ･ カセッ
トテープといった様々な電気 ･ 電子機
器に広く利用され省エネや小型化，性
能向上などに貢献しています。1950 年
代以降の電気 ･ 電子産業の飛躍的な発
展は，フェライトの登場に負うところ
大なのです。人類が最初に発見した自
然界の磁鉄鉱は，Fe3O4 = FeO･Fe2O3 と
も表記できますので，鉄フェライトで
す。永久磁石なのでハードフェライト
に分類されます。

フェライトの本格的な研究は，本学の
加藤与五郎と武井武によって始められ
ました（図➋ , ➓）。当初の研究目的は
磁性とは全く関係の無いものでしたが，
磁性をほとんど有しない亜鉛フェライ
ト（ZnO･Fe2O3）の性質を調べる必要性
に迫られ，種々工夫を凝らしながら類
縁化合物の特性も調べている時に，（1）
コバルトフェライト（CoO･nFe2O3）が
世界最強の永久磁石（ハードフェライ
ト）になること及び（2）銅フェライト

（CuO･Fe2O3）と亜鉛フェライトを混合
して焼成すると透磁率が非常に高い（磁
化され易い）材料が得られることを発
見したのです。後者は永久磁石ではあ
りませんが，磁界（磁石）に触れると
磁石になり，磁界を取り去ると元に戻
ります； 磁界がある時だけ磁気を帯び
るのでソフトフェライトと呼ばれます。

ソフトフェライトはコイルやトランス
（変圧器）の心材（コア）として使われてい
ます。小学校の理科の時間に習った電
磁石の場合は 鉄心にコイルを巻いて乾
電池で駆動しましたが，交流電源で駆
動される無線機や電子機器に組み込ま
れたフェライトコアの場合は，金属製
コア（磁心）に比べ，磁力線が数 10 ～
数 1000 倍にも増えるため，トランス
やアンテナコイルに欠かせないものに
なっています。さらに，フェライトは
絶縁体であるため高周波を利用した機
器につきものの電磁誘導による “ うず電

流 ” によるコイル加熱（注 2）が起きにく

く，数 100 MHz の高周波数領域までカ
バーできるという優れた性質をもって
います。

このように，本学で開発された磁性材
料「フェライト」は今日のエレクトロ
ニクス社会を土台から支えているので
す。以下では，世紀の大発見 ･ 大発明
に至る人間ドラマを見ていきましょう。
舞台は本学が大学に昇格した直後の大
岡山キャンパスで，まだ本館もなかっ
た頃の仮設校舎でした（p.15, 図�）。先ず
は主人公たちの伝記（『加藤与五郎 人と

その生涯』（注 3），『武井 武と独創の群像』
（注 4））を参考に，彼らの生い立ちから書

き始めることにします。
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2. 加藤与五郎の前半生

2.1. 幼少期～学生時代（図❷）

加藤与五郎は，1872 年〔明治 4〕に愛知
県の貧しい農家の長男として生まれま
した。子供の頃から勉強好きで，家の
手伝いや妹の子守の合間には，いつも
縁側に教科書を持ち出して，声をあげ
て読んでいたそうです。8 歳の時に不幸
に見舞われています； 腸チフスにかか
り，死線をさまよいつつも本人は何と
か回復したのですが，看病してくれて
いた母に感染し，若くして（34 歳）この
世を去ってしまったのです。

父の再婚後 1 年したところで，加藤少
年は伯父の家で生活することになりま
したが，伯父は小学校の教師でしたの
で，“ 立派な家庭教師 ” の家に住み込ん
だことになります。小学校では成績は
常にトップで，卒業後は授業生心得（代
用教員）を務めています（15 歳）。この
間も独学を怠っていません。その後新
設された高等小学校も卒業し，成績が
優秀だったので，その学校の授業生（教

師）になりますが，正規の教員になるこ
とが彼の夢でしたので，中学校教師を
目指して，英語 ･ 数学等を猛烈に独学
し，京都の同志社ハリス理化学校大学
部第 2 種（化学）に入学を果たしました。
卒業後，熊本の私立英学校で理科を数ヵ
月教えた後，仙台市立「東北学院」の
教師となり，数学 ･ 物理 ･ 化学を担当
しました。物理と化学は問題なかった
のですが，数学の解析幾何や微積分は 
独学の加藤さんには手に負えず，生徒
が怪訝に思う状況に陥りました。意地
の悪い質問で加藤さんを窮地に追い込
もうとする生徒まで出てくる始末でし
た。

そこで加藤さんは数学の原書を買い，
夏休みの 2 か月間 巣ごもりして猛勉強
し，高等数学を身に付けました。2 学期
が始まると生徒たちは驚きの声を上げ
たのです。超難問もすらすら解いてみ
せたのですから無理もありません。そ
して「東北学院には 2 ヵ月で高等数学
をマスターした凄い先生がいる」と評

     2
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判になり，仙台の第二高等学校（1907 年

創立の東北帝大の前身）から引き抜きの話
が来ましたが，加藤さんの学歴が私立
だと分かると，当時は「私学出身者は
官立高等学校の教授にはなれない」と
いう不文律があったので，「二高」に移
る話は立ち消えになってしまいました。
気が治まらない加藤さんは，「よし，そ
れなら帝大を出て，官立学校の教授に
なってやる」と発奮し，3 年半勤めた東
北学院をやめて（1899，27 歳），京都帝大（2

年前の 1897 年創設）純正化学科の聴講生に
なりました。

見合いのエピソード： 東北学院の世話
好きな教師（院長代理）から「加藤さん，
あなたもそろそろ家庭を持たれたらい
かがですか。独り下宿ではなにかと不
便でしょうが……」と見合いを勧めら
れました。相手は姉妹校 “ 宮城女学校 ”
の生徒（酒造業を営む旧家の娘）で，「清
楚で数学が得意で頭もよく加藤さんに
ピッタリ」と思われました。加藤さん
26 歳，女学生 20 歳で，2 人とも「まだ
結婚は考えられません」と乗り気でな
かったが，周囲の強い圧力に押されて，

加藤さんの下宿で 2 人だけの初顔合わ
せをせざるを得なくなりました。そこ
に広がっていた光景は，女学生にとっ
ては聞き及んでいた加藤さんの人柄か
らは想像もできない「ぬぎ放しの着物
や帯，机の上は整頓されず，什器類が
雑然と部屋の隅に押しやられていて」
目を覆いたくなるような状態だったそ
うです。『まあ，あきれた人』というの
が彼女の第一印象でしたから，今なら
完全にアウトですが，周囲の説得もあっ
て何とかまとまり婚約にこぎつけまし
た。後に加藤さんがいうには，「世話女
房の資質があるかを試すために，わざ
わざ雑然としておいたのだ」そうです。
結局，彼女は片付けてくれませんでし
たので，加藤さんの側からもアウトの
はずですが，一目惚れをしてしまった
のかも知れません。帝大に入学するま
で待ってもらうことにし，1900 年〔明治

33〕に 28 歳で結婚しました。

選科生として本科生に交じって勉強す
るのは，コンプレックスとの戦いでも
あり精神的にも辛かったはずですが，
とにかく猛勉強でしのいで最終学年ま

でこぎつけました。ここで最後の壁を
突破し，選科生から本科生にならなけ
れば卒業できないのですが，そのため
の試験が超難関で「この試験を受ける
ものは死ぬ」とさえ言われていました。
加藤さんは 2 度落第し，3 度目の挑戦で
かろうじて合格することができました。
合格者が出たのは京大始まって以来の
ことで，総長室に呼ばれ直々に称揚 ･
激励されました。

渡米交渉のエピソード： 京都帝大の 2
年 生 の 時 に， 米 国 MIT の 新 進 気 鋭 の
ノ イ ス 教 授（ 当 時 35 歳，A.A. Noyes, 1866 ～

1936，物理化学者）が母親孝行のための世
界一周旅行の途中で京都に立ち寄るこ
とを新聞で知り，無謀にも，彼が滞在
しているホテルを訪ねノイス研究室へ
の留学を頼み込むという行動に出まし
た。米国留学の経験がある同志社大の
教員に紹介状を書いてもらい，それを
持って直訴したのです。見も知らぬ異
国の学生の突然の訪問だったが快く部
屋に招き入れ，紹介状に目を通し，「米
国に来たいのか？」，「はい」，「研究が
好きか？」，「はい」という具合で，後

❷ 加藤 与五郎 & 武井 武 の略歴 と 主要な弟子たち。発見前後の世界情勢と発見の場所に関しては p. 15 参照。



はおぼつかない会話がしばらく続いて，
退室となりました。2, 3 日したところで
ノイスさんから手紙が来て，「一緒に国
に連れて帰るから，準備しなさい」と
急転直下の展開となりました。京都帝
大を退学し，新婚の妻を残して単身で
今すぐ渡米すべきかどうか迷った加藤
さんは，報告がてら紹介状を書いても
らった同志社大の教員に相談しました。

「帝大卒の学歴が無いと将来日本に帰っ
た時に難しいし，奥さんも可哀そうだ」
というアドバイスに従って，ノイスさ
んには断られるのを覚悟の上で 延期を
お願いしてみることにしました。「よろ
しい。卒業したら必ず来たまえ，私は
待っているよ」とまた神対応でした。
加藤さんの卒業が決まると，渡航費用
としてノイスさんから何と “500 ドル ”
も送られてきました（1903, 31 歳）。ノイ
スさんは MIT では有力教授で，研究費
も潤沢だったので，研究室というより
は研究部門を率いている感じで，若く
有望な研究者をどんどん受け入れてい
たのです。1907 ～ 1909 年の間は学長
代理を務め，後にカリフォルニア工科
大学（Caltech, 1920 ～）創設メンバーとし
て引き抜かれています。

2.2. ボストン時代
（MIT 留学，31 ～ 33 歳）

加藤さんは研究の経験は全くありませ
ん で し た が，MIT（Massachusetts Institute 

of Technology） のノイス研究室では，研
究助手として「溶液の電気伝導」の研
究に従事しました。チューター役は 1
歳 年 下 の ク ー リ ッ ジ 助 手（William David 

Coolidge, 1873 ～ 1975, aged 101）で，よく面
倒を見てくれました。研究のみならず
米国の文化にも慣れ親しんで欲しいと
いうノイスさんの勧めで，加藤さんと
クーリッジさんは郊外の銀行家の邸宅
に間借りし，隣り合わせの部屋で生活
しました。彼からは，ヨーロッパの模
倣から脱することやハーバードの鼻を
明かしてやることなどの気概も学びま
した。後に加藤さんは，「ボストンでの
生活が，“ 創造 ” を重視する考え方の原
点になった」と振り返っています。週
末には教会にも通ったそうです。2 年経
過したところで，クーリッジさんが GE

（General Electric）社に新設された研究所に
転出することになり，加藤さんは悄然

（しょうぜん）となり，自分自身の将来に
ついても考え始めました。

丁度その頃，本学の前身校（東京高等工

業学校）から加藤さんに招聘の打診があ
りました。最初は講師で採用し，遠く
ないうちに教授に昇任させるから来な
いかというのです。活気に満ちた MIT
を去るのは心残りでしたが，クーリッ
ジさんが抜けたノイス研究室で独り立
ち し て い く 確 固 た る 自 信 は ま だ 持 て
ずにいました。6 歳年上のノイスさん
は「君はアメリカで学ぶべきものは学
んだと思う」と帰国を勧めました。こ
うして加藤さんは本学に舞台を移すこ
とになります。GE に移ったクーリッ
ジ さ ん は， そ の 後『 タ ン グ ス テ ン 電
球 』 や『X 線 管 』（Coolidge tube: hot cath-

ode X-ray tube） を 発 明 し，2 代 目 研 究 所
長 や GE 副 社 長 の 要 職 に 就 き ま し た。

2.3. 東京高等工業学校時代
（33 ～ 57 歳）

蔵前の地に創立された本学の前身校は，
「人を育て，産業を興す」ことを校是と

して掲げ，兄弟校ともいえる “ 高等工業
学校 ” の全国展開にあたっては，多く
の校長や教員を送り込むなど強力に支
援しました。最終的に，高等工業学校
は 25 校にまで増え，手島精一校長が目
指した「全土に繁茂する工業教育の森」
ができあがりました。そこに本学が君
臨したのです。世に送り出す人材の他，
日本初の特許事務所や経営コンサルタ
ントなどを生み出した点でも実業界か
ら高い評価を得ていました。

しかし，研究となると “ 専門学校 ” と
“ 大学 ” では その差は歴然で，専門学校
である高等工業学校には研究用の場所 ･
設備 ･ 人員 ･ 予算は一切手当されませ

んでした（図➋，上段）。加藤さん いわ
く「この 20 余年間は研究面では哀れな
状態で，MIT からの帰朝当時の覇気も失
せた」。しかし，腐らず，努力は続けま
したから，孵卵期だったといえるでしょ
う。「研究したいなら帝大へ」という当
時の状況下では，1 日でも早い大学へ
の昇格が必要だったのです。この間の
1917 年〔大正 6〕に，後の大発見 ･ 大発
明の立役者となる武井武が電気化学科
に入学し（図➋，下段），教室で 2 人が
相まみえる前に，早朝の正門で開門を
待っている人たちの中に 2 人はいまし
た。こんなところに 13 年後に師弟で成
し遂げることになる偉業の伏線があっ
たのかも知れません。

これまでの 1 & 2 節では，磁気の源で
ある電子の公転と自転に伴う磁気モー
メントに簡単に触れた後，主人公の 1
人である加藤与五郎（1872 ～ 1967）の前
半生を紹介しました。彼はファラデー
Faraday（1791 ～ 1867）と似た境遇にあっ
たことを心の支えとしたきらいがあり
ます； ファラデーは，貧乏な鍛冶屋の
子に生まれ，学校にもろくに行けずに，
14 歳の時に製本屋 ( 兼 ) 書店の年季奉
公（7 年間）に出されましたが，この間
に本をむさぼり読み，実験科学（特に化

学）に興味を持つようになり，年季明け
が近づいた頃は著名な化学者デービー
の講演を何度も聴講し，300 頁にも及
ぶ講演録を作成しデービーに送ったの
が契機となり，ファラデーは才能を認
められ英王立研究所の助手となり，や
がて世界的な科学者になりましたから，
独学の科学者という点に共通項を見出
したのでしょう。

MIT への留学を実現する時の向こう見ず
なアプローチは野口英世を彷彿とさせ
るものがありました。MIT で身に付けた
独創の精神と “ ハーバード何する者ぞ ”
という研究者魂の本領を発揮するには，
当時の本学の状況（東京高等工業学校は専

門学校に分類され，研究機能が付与されてい

ませんでした）では難しく，何としても
大学へ昇格する必要がありました。専
門学校でも官立でしたので，教授の地
位は高く給料は帝大並みでした。

次の 3 節では，第 2 の主人公である武
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井 武（1899 ～ 1992）の前半生と本学の大
学昇格を機に母校に呼び戻された武井
さんが磁性材料「フェライト」を発見 ･
発明する過程を包み隠さず再現したい
と思います。X 線を発見したレントゲン
Röntgen（1845 ～ 1923） は発見のいきさ
つに関しては一切語らず，多くの憶測
を呼び，後世の科学史家を困らせてい
ます。

3. 武井 武 の前半生

3.1. 幼少期～学生時代（図➋）

武井武は 1899 年〔明治 32〕に埼玉県北
足立郡与野町（現さいたま市中央区）に生ま
れました。農家ですが元地主の分家の
長男で，父は小学校の教員でしたから，
苦労せずに “ すなお ” に育ちました。母
と本家の祖母には過保護なほど可愛が
られ，かつ，家が “ ポツンと一軒家 ” 的
で近所の友達と遊ぶことがほとんどな
かったので，気が弱く人付き合いが苦
手なところがありました。その分自然
を相手にしたので，植物 ･ 昆虫 ･ 貝 ･
鉱物などの採集，鳥のはく製や顕微鏡
作り，化学実験などに夢中になり，埼
玉師範附属小学校，浦和中学校時代は
傑出した理科少年でした。しかしこれ
が “ あだ ” となり，受験勉強がおろそか
になりました。本人は「理科の道楽に
凝っていた」と記しています。そんな
訳で，高校へ進学し帝大へというエリー
トコースは諦め，中学卒業に際しては，
父の勧めもあって「千葉医専」へ願書
を出すことにしました。そんな時に偶
然，本学の前身校「東京高等工業学校」

（高等工業）に推薦入学制度があることを
知り，軽い気持ちで「電気化学科」の
面接試験に臨みました。千葉医専の試
験を受ける前に「高等工業」の合格が
決まり，入学を決意したのだそうです。

「電気化学科」を選んだのにも深い意味
はなく，単に名称に電気と化学の両方
が含まれていておもしろそうだと思っ
たからのようです。もともと放任主義
だった父からは「勉強はこれからだぞ」
とだけ言われたそうですが，手渡され
た高級万年筆に将来に対する期待が込
められていたに違いありません。

1917 年〔大正 6〕入学の同期生には，後
に広く社会に名を知られることになる
茅誠司（電気科，東大総長，文化勲章）や土光
敏夫（機械科，経団連会長，土光臨調）がいま
した。武井さんは，埼玉の実家から高
等工業のあった浅草蔵前の地まで，2 時
間程かけて列車通学しました。無遅刻
で通していますので，家を 5:30 前に出
ていたことになります。余裕を持って
到着するように心がけていましたので，
正門の前でよく開門を待ちました。同
じように開門を待つ人の中に，生涯の
師と仰ぐことになる加藤与五郎教授が
いました（図➌）。「君は誰かね？」，「電
化の武井です」。2 人の性格から，それ
以上会話は続かなかったようですが，
これが最初の出会いでした。

 当時の講義の多くは，教科書（洋書中心）

の一部を先生が板書し，それを学生が
必死にノートに写し取る形式だったの
に対し，加藤さんの授業は，要点のみ
を丁寧に説明し，後は学生に徹底的に
考えさせる方式（現在のアクティブラーニン

グ）で学生に人気でした。一方で，学生
の就職の面倒は一切みず，卒業生の仲
人もすべて断るという徹底ぶりで，人
情味に欠けるような妙なこだわりがあ
りました。実際，5.4 節で紹介する愛弟
子「山﨑貞一」（図➋）が結婚する際の仲
人を，自分の研究室の助手であるにも
かかわらず，「武井君に頼みたまえ」と
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断っています（1937，昭和 12）。武井さん
は，師の加藤さんを反面教師としたの
でしょうか，学生の就職の世話をいと
わず，生涯に 68 組もの仲人を務めま
した。“ 弱虫 ” で人付き合いが苦手だっ
た武井さんの性格は成長とともに薄れ，
面倒見がよくなったのです。

3.2. 大正バブルの崩壊と会社勤

めの時代

武井さんが高等工業を卒業した 1920 年
〔大正 9〕3 月は大正バブルがはじけ，戦
後不況に突入した時期でした。ヨーロッ
パを舞台に第 1 次世界大戦（1914 ～ 1918）

が始まると鉄鋼等の重要な工業原料の
輸入が難しくなり，国内での代替品の
生産を迫られました。また連合国側は
不足する軍需品等を日本からの輸入に
頼りましたので，日本の経済は大戦景
気（大正バブル）に湧きました。加藤さん
はケイ素を利用したフェロアロイ（合金

鉄）の新製法を開発し，ケイ素鉄の生産
に成功しました。このケイ素鉄は耐酸
性に優れていたことから化学工業用機
械の素材として飛ぶように売れました。
工場の増産では追い付かず，電力供給
に強みのある福島県に別会社（東北電化㈱，

資本金 50 万円，1917 年）を作ったほどでした。
しかし，多数の成金を生んだ大正バブ
ルは長くは続かず，終戦とともに世界
恐慌に突入し多くの企業が倒産して行

➌東京高等工業学校（蔵前）
（大正9 〔1920〕 卒業 Album）

加藤 与五郎 （学科長）

武井 武 （生徒）



き，東北電化も業績がガタ落ちで先が
見え始めていました。

武井さんは，卒業を控えた暮れ（1919 年

12 月）に，師の加藤さんから呼び出され，
「君，私が関係している “ 東北電化 ” と

いう会社に行かないか」と勧められま
した。就職の世話をしたことがない加
藤さんが言うのですから，武井さんに
とっては “ 命令 ” に近かったことでしょ
う。「その会社では，形勢挽回のために
電気製鋼を始めることになった。電気
製鋼を研究し，なんとか会社を持ち直
してくれたまえ」と激励されて，現地
に行ってみると，実質的には武井さん
一人で，「屑鉄を電気炉で融解して鋼塊

（はがね）を作る工程」を考案しなければ
ならないという厳しい状況でした。「屑
鉄を融かす」といえば何とかなりそう
だが，成分（炭素含量など）を調整して “ 鋼 ”
にするのは経験のない若者ひとりの手
に負えるものではありません。産物を
金槌でたたいて強度を見るのがせいぜ
いで，「めくら滅法」の実験に終始しま
した。「原料 ･ スラグ ･ 鋼の成分分析や
電気炉の温度測定など基本的な分析が
できてはじめて研究が進むのに，それ
らに必要な機器を要求しなかった自分
を今でも恥じている」と後に述懐して
います。この時の経験と次節で述べる
東北帝大での経験が『測定は研究上の
最も重要な武器である』という信条に
なり，それが故に，後に磁性フェライ
トの発見 ･ 発明の機会に恵まれること
になるのです。

電気製鋼の研究は，会社の経営判断で
数か月後に廃止になり，その後，武井
さんは兵役に就き「心と体をきたえら
れて」会社に復帰しましたが，1922 年
10 月の会社解散に伴い退職しました。
次に加藤さんから勧められたのが，加
藤さんの友人が経営する関東亜鉛鍍金

（ときん，メッキ）株式会社でした。ここで
は，英国から輸入した鉄板を亜鉛溶液
に付けてメッキをし，トタン板として
販売するのが本務でしたが，メッキが
出来ず休業状態でした。武井さんは電
気化学科卒の本領を発揮し，4 か月ほど
でメッキができるようにしたのですが，
経営者は鉄板の相場を見て，メッキす

るより原板のまま売った方が儲かると
言って取引し，相場を読み違えて大損
を出し，人員整理が必要になりました。
理不尽にも，首切り役が工場長だった
武井さんに回ってきました。兵営生活
で多少鍛えられたといっても，根が優
しい武井さんには酷な仕事でした。そ
れに輪をかけたのが，1923 年 9 月 1 日
の関東大震災でした。工場は炎上こそ
しませんでしたが大きな被害を受けま
した。何よりショックだったのは，大
きな変圧器が落ちてきてあわや武井さ
んを直撃！という事態に巻き込まれ，
九死に一生を得たことでした。震災復
興でトタン板の需要は急増しつつあっ
たのですが，技術を軽んじ取引の “ 相場 ”
ばかりを気にする会社に嫌気がさし，
武井さんのやる気は失われていきまし
た。結果的に武井さんを便利屋のよう
に使いつぶしつつある現状を，師の加
藤さんは心苦しく思っていたのでしょ
う，山梨高等工業学校の助教授になる
話が立ち消えになった後，加藤さんは
武井さんに「東北大へ行って勉強しな
いか」と勧めました。武井さんも本多
光太郎（1870 ～ 1954; 1917 年〔大正 6〕KS 鋼を

発明 ; 結婚式当日もそのことを忘れて実験室

にいたという逸話あり）などの活躍から東
北大の金属材料研究所にあこがれを抱
くようになっていましたので願っても
ない提案でした。

3.3. 東北帝国大学時代

（化学視点で金材研に大貢献）

当時の帝大に入学するには，正規には
高等学校卒業資格が必要でしたが，東
北帝大だけは地の利が悪いハンディを
克服して優秀な人材を集めるために，
専門学校卒業生でも受験できる「傍系
入試」の道を用意していました。会社
勤めに懲りていた武井さんは傍系入試
で基礎系の理学部化学科を目指すこと
にしましたが倍率は高かったようです。
武井さんが受験した 1924 年度〔大正 13〕

の合格者は，正規生が 10 名，傍系生が
6 名で，準備不足だった武井さんはビリ
での合格でした。

生産現場を経験している武井さんには，
理詰めの講義は新鮮で，学問の香りを

堪能できたようですが，学生実験には
物足りなさを感じ，無機化学の教授に
頼み込んで研究の手伝いをさせてもら
いました。引っ込み思案だった幼少期
の気質は微塵も感じられない大胆な行
動です。さらに，3 年次の卒業研究では
漠然と憧れていた金属材料研究所（金材

研）の雰囲気のもとで研究をするべく，
金材研の「金属化学」分野の村上武次
郎教授に指導をお願いしています。自
分の所属学科以外で，しかも面識のな
い先生に渡りをつけたのですから大し
たものです。

村上研究室では，岩瀬慶三助教授や太
田和一実験助手の指導を受けながら，

『金相学』分野の研究を始めました。具
体的には，熱分析と電気抵抗計測を駆
使して「亜鉛アンチモン系平衡状態図」
を作成することでしたが，2 か月ほど昼
夜を徹して頑張っても二元合金らしい
特徴が得られませんでした。そこで武
井さんは原料の純度を疑い化学分析し
てみると，案の定，不純物が検出され
ました。高純度品を使うと研究は一挙
に進展し，5 か月後の秋にはまとまりま
した。卒研は仕上がったことになるの
ですが，武井さんはもう 1 つテーマを
貰いました。今度は，鉄モリブデン系
の平衡状態図の作成でしたが，先輩が
苦労の末にやり残したものでした。こ
れもモリブデン中の不純物が原因で暗
礁に乗り上げていたことが分かり，正
月休み返上で取り組みました。研究が
面白くてたまらなくなった武井さんは，
指導教員の村上さんに，「卒業後も金材
研に残りたいのですが…」と希望を伝
えると「いいでしょう」ということで，
当初は “ 研究補助 ”，すぐに “ 助手 ” と
して採用して貰えることになりました。

この間に，コバルトの変態（原子配列の変

化）が起きる臨界温度がモリブデンの添
加によって大きく下がることを発見し，
本多光太郎所長 直々に 褒められていま
す。もっと凄いのは，高等工業の同期
生で卒業と同時に東北帝大に入学し卒
業後，本多光太郎のもとで，世界の誰
も成功していなかったコバルトの単結
晶化に挑んでいた茅誠司に『化学的な
視点』からアドバイスし（具体的内容は記
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録に残されていない），成功の黒子役を果た
したことです。このニュースは世界を
駆け巡りましたが，茅さんはその後，鉄，
ニッケル，コバルトの磁性は結晶の向
きに依存するという「磁気異方性」を
発見し，日本発の特大ホームランを放っ
ています（1926）。

このように順風満帆で「好きな研究で
暮らせるのは無上の喜び」状況の時に，
武井さんは母校の高等工業が念願の大
学昇格を果たした 1929 年 4 月に助教
授として呼び戻されることになります。

「後ろ髪を引かれる思いだった」ことで
しょう。

4. 磁性フェライトの発見 発明

4.1. きっかけは企業からの
改良研究の依頼

本学が大学昇格を実現しつつあった頃，
亜鉛 Zn を製造していた日本曹達（ソーダ）

株式会社（1920 年創立，依頼主の中野友禮社長

〔1887 ～ 1965〕は，加藤さんとは京大の知己）は，
湿式精錬の過程で生じる邪魔者に困っ
ていました。そのために収率が落ちて
しまうのです。しかも希硫酸にも溶け
ない厄介ものでした。困った日本曹達
は，加藤与五郎（1872 ～ 1967）に相談を
持ちかけました。Zn の湿式製錬過程は

（1）酸化焙焼 : 亜鉛鉱石を高温で加熱し，
硫化亜鉛を酸化亜鉛に変換〔2 ZnS + 3 
O2 → 2 ZnO + 2 SO2〕，（2）浸出 : 酸化亜
鉛を希硫酸に溶解〔ZnO + H2SO4 → Zn2+ 

+ SO4
2–+H2O〕，（3）電気分解 : 硫酸亜鉛

水溶液を電気分解し，陰極に亜鉛を析
出させる工程からなります。

加藤さんの文献調査（Chemical and Metal-

lurgical Engineering=「 化 学・ 冶 金 工 学 」 誌 ） で

は，上の工程の中で，Zn 鉱石を焙焼す
る際に，鉱石中の鉄分（Fe2O3）が焙焼
産 物（ZnO） と 反 応 し て Zn フ ェ ラ イ
ト（ZnO･Fe2O3）ができているらしいこ
とが示唆されました。しかも Zn フェラ
イトには磁性もあるらしいというので，
適任の武井さんを呼んで，「焙焼過程で
邪魔者ができないようにするか，ある
いは邪魔者を除くうまい方法を見つけ
てくれないか」と頼んだのです。武井
さんは，東北帝大に残してきた研究を
片付けるために，夏休みに 2 週間ほど
古巣の金材研に出かけていますので，
そこから帰った 1929 年〔昭和 4〕9 月頃
のことと考えられます。

4.2. 戦略の勝利
4.2.1. 敵を知れ（まず 基礎研究で

対象物の性質解明）

武井さんは，以前の東北電化での鉄鋼
の電気製錬の際にとった「めくら滅法」
戦術に懲りていましたので，すぐに Zn
精錬工程の改良に取りかかるのではな
く，むしろ邪魔者（Zn フェライト）の
性質を調べるところから始めた方が良
いだろうと考え，加藤さんの了承を得
ました。加藤さんはテーマさえ決めれ
ば，後は本人任せにする主義でしたが，
進捗状況は週に 1 ～ 2 回は報告しなけ
ればなりませんでしたので，放任では
ありませんでした。

武井さんは基礎データを集めるには純
粋な試薬を用いる必要があることを東
北大の金材研で経験していたので，最
高品質の酸化亜鉛（ZnO）粉末と酸化
鉄（Fe2O3）粉末を焙焼して Zn フェラ
イト（ZnO･Fe2O3）を作り，磁気を測定
してみましたが，意外にも磁性は有り
ませんでした。そこで，（1）混合する
2 種の粉末の割合を変えると，Fe2O3 の
割合が増えるにつれ磁性が強く現れる
こと及び（2）焙焼温度を 950℃以上に
上げると磁性が観測されるようになり，
1200℃でピークに達することが分かり
ました。いきなり新現象に巡り合い，
幸先の良いスタートとなりました。

4.2.2. 強力な Hard ferrite の発見

＜神の恵み＞ 加藤さんが長期の外国
出張（1930 年 2 月末～ 10 月 12 日）に出て留
守でしたので，武井さんは独断で，亜
鉛酸化物 ZnO のみでなく，他の金属酸
化物（NiO, CuO, CoO）のフェライトも
作製し，手製の磁気天秤を用いて，磁
気的性質を調べてみることにしました。
磁気天秤と電気炉を組み合わせると，
温度を変化させて対象物質の磁気的性
質がどのように変化するかを調べるこ
とができます（図➍ B）。すなわち，磁
石の温度を上げていくと磁性が失われ
る境界温度（キュリー点，Tc, 図➍ A）を
求めることができます。最初に明らか
になったのは，亜鉛 Zn をニッケル Ni, 
銅 Cu, コバルト Co で置き換えると，い
ずれの場合も Tc が大きく下がることで
し た。1930 年〔 昭 和 5〕6 月 の あ る 日，
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➍ A, 磁性が消失する温度Tcの決定と磁性体の磁区の向き。B, 磁気天秤の原理と「磁場中冷却効果」の発見に

至った時の装置の作動状況（青字と赤字）。C, Hard ferrite（永久磁石）誕生の証拠写真。



線測定装置を手製し，磁気天秤と組み
合わせて使えるようにしました（図➎

A,D）。実際に測ってみると，OP 磁石の
保磁力（300 ～ 400 Oe）は当時世界 1
を誇っていた本多光太郎らの KS 鋼の保
磁力（250 Oe）を上回りましたが，残
留磁束密度では 30% 程度（1.1 vs 0.4 T）
で及びませんでした。そこでフェライ
ト性の永久磁石を実用に耐えるものに
するべく，2 種類のフェライトからなる
固溶体を作り，B-H 曲線を描いてそれら
の性質を調べ始めました。

亜鉛フェライト（ZnO･Fe2O3）と銅フェ
ライト（CuO･Fe2O3）の固溶体を測定
している時に信じられないようなデー
タが得られました（図➎ D, 赤カーブ）： 
残留磁束密度 Br と保磁力 Hc が共にゼ
ロ（図➎ D, 原点の▲印）なのです。こ
れは電磁石の磁心（コア）としては理想
的な性質です。しかも，B-H 曲線の傾き

（透磁率μ）が急ですから，微弱な電流
で誘起される微弱な磁場にも敏感に応
答することが分かりますので，ソフト 
フェライト（磁芯用フェライト）の創成を
意味します。当初は「何に使えるか ピ
ンとこなかった」ようですが，エレク
トロニクス社会を招来する風雲児の誕
生だったのです。

中間まとめ &  IEEE Milestone

3 ～ 4 節では，理科少年として育った
武井 武が本学の前身「東京高等工業学
校」（高等工業）で加藤 与五郎 教授と出会っ
た後に，（1）しばらく実業界で働き研

究力不足を痛感するとともに，工場閉
鎖等の憂き目にあい，（2）学び直しを
決意して東北帝大の化学科に進み，卒
業研究では金属材料研究所に出入りし
て金属材料や磁性材料の研究法をマス
ターし，（3）助手として残る間に，将
来有望なテーマを見つけ，基礎研究者
を目指し始めたこと，及び丁度その頃

（4）本学が大学に昇格したのを機に 武
井さんが加藤研究室に助教授として呼
び戻され，（5）加藤教授から依頼され
た亜鉛の湿式製錬の収率向上課題に取
り組む際の準備として，収率低下の元
凶物質の物理化学的性質を 磁気分析法
等を駆使して解明していた時に，偶然
磁場内冷却効果によってコバルトフェ

ラ イ ト が 強 力 な 永 久 磁 石（Hard fer-
rite）になることを発見しました。さらに，

（6）2 種類のフェライト〔亜鉛フェライト +

銅フェライト〕を混ぜた固溶体では非常に
磁化されやすいフェライトが出来るこ
と，すなわち電磁石の磁心に適したフェ

ライト（Soft ferrite）の発明に成功し
たことを述べました。わずか 1 年足ら
ずのうちに，科学技術史に残る偉業を 2
つも（磁場内冷却効果による Hard ferrite の

発見及び Soft ferrite の発明）成し遂げたの
ですから，1930 年は武井さんにとって

は奇跡の年だったのです。（注 5）

次 節 以 降 で は，（1） 新 し い 磁 性 材 料
の 実 用 化 を 目 指 し て 設 立 さ れ た 東 京
電気化学工業㈱（TDK）の難産の様子
と（2）その後の本学におけるフェラ
イト研究の流れを簡単に紹介しますが，
その前に，国際特許を押さえていなかっ
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コバルトフェライト（CoO･Fe2O3）の
Tc 測定（約 520℃）を終えて帰宅する時に，
電気炉の電源は切ったのですが，うっ
かり測定器部分（バランスを取るための磁力

を発生させる電気コイル）の電源を切り忘れ
てしまいました（図➍ B）。翌朝 来てみ
ると磁気天秤がビックリするほど大き
く傾いているではありませんか。“ 邪魔
者の仲間 ”（CoO･Fe2O3）が強力な磁石

（フェライト マグネット）に変身していたの
です（図➍ C）。こうして，CoO･Fe2O3

を高温に加熱した後，磁場をかけなが
ら冷却すれば強力な磁石（コバルト フェラ

イト）が得られることが明らかになった
のです。この現象は，“ 磁場中冷却効果 ”
と命名されました。「1 つのスイッチの
切り忘れ」が大発見につながったわけ
ですが，後に「フェライトの父」とよ
ばれるようになった武井さんは，この
日の出来事を「神の恵み」といってい
たそうです。非金属性（セラミックス製）

永久磁石（Hard ferrite）の歴史的な誕生
を記録したのが（図➍ C）です。31 歳
になろうとしていた武井さんは，その
写真を生涯我が子のように大事にしま
し た。“ そ の 子 ” は OP（Ookayama Per-

manent or Oxide Permanent）磁石と命名
されました。

4.2.3. Soft ferrite の発明

＜ Hard ferrite の高性能化中の賜物＞ 永
久磁石は，実用的には強い磁化状態が
長く保持される必要があります。武井
さんは，磁石の特性（残留磁束密度 Br & 

保磁力 Hc） を評価するために，B-H 曲

飽和磁束密度
Bs

（磁束密度=）磁化 B

残留磁束密度
Br

H  
磁界（=磁場）
電流に比例

保磁力 Hc

: B-H 曲線（磁気ヒステリシス曲線）

B（磁石の強さ）= μ（透磁率）×H（磁界の強さ）

電流

試料（各種 Ferrite）
を磁心とする

コイル磁界密度
B

:フェライト コア模式図

🅲🅲🅲🅲:世界初のFerrite コア

コアに導線が
巻かれている。

🅳🅳🅳🅳:フェライトのB-H曲線

磁束密度 B

H 
磁界の

強さ

Br
Hc

Hard ferrite
CoO･Fe2O3

Soft ferrite
ZnO･Fe2O3 +CuO･Fe2O3➎ B-H curve. 
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たことや戦中の研究停滞などの影響で，

オランダのフィリップス社に発明の栄誉
を持っていかれそうになった点に触れ

ておきます（図➓）。（注 4,7,8）

戦時中にオランダのフィリップス社が
TDK 製品をサンプルとして取り寄せ，
その性能にビックリ仰天して，廃止を
検討していたプロジェクト（実際，7 年
間 目ぼしい成果が得られていなかった）
を生き返らせ，TDK が軍需品に集中し
ていた間に，より優れたバリウムフェ
ライト（1951, 昭和 26）などを開発し，国
際市場を押さえようとしていました；
加藤 ･ 武井の業績や TDK による製品化
には一切触れず，磁性材料フェライト
はフィリップス社で初めて開発された
かのように世間をミスリードしつつあ
りました；しかし，この点に関しては
米国が日本の先進性を認め支持してく
れたお陰もあって（図➏），現在では軍
配は日本に上がっています。IEEE Mile-

stone にも認定されています（注 6）（図➐）。

バリウムフェライトに関しては武井研
究室でも 1933 年〔昭和 8，戦前〕という比
較的早い時期に永久磁石の候補として
浮上していましたが，データがバラつ
くので脇に置かれていたものでしたの
で，武井さんは地団駄を踏んで悔しがっ
たそうです。しかも，バラつきの原因

はバリウムに含まれる不純物だったの
です（←東北帝大時代は，不純物除去
で多くの難題を解決し高く評価されて
いましたので，悔やんでも悔やみきれ
なかったことでしょう）。卒業研究でバ
リウムフェライトの可能性を見出すな
ど頭角を現していた星野 愷（やすし，図➋）

は，戦後に磁気テープの開発で大きな
足跡を残し「磁気テープの父」と呼ば
れています。

5. TDK の設立 & 科学技術
政策への貢献

（科学技術庁の設立）

5.1. 科学立国に生涯を捧げた
異色の人

5.1.1. TDK 創設者「斎藤憲三」の
生い立ちと人柄

斎藤憲三（1898 ～ 1970）は，秋田県平沢町（現

にかほ市，同県南部の日本海側）の旧家の三男
坊として生まれました。斎藤家は古く
から庄屋をつとめる豪農で，父（東大の林

学卒）は農事 ･ 農村改革を実践し，地元
では「農聖」とあがめられ，国会議員
も務めました。幼少期の憲三少年はガ
キ大将でしたが，正義感は強く，教師
の理不尽な いじめに義憤を燃やし，小
学校 6 年生全員をまとめて抗議の授業

ボイコットを扇動した記録が残ってい
ます。破天荒な性格は父とは正反対で
したが，「貧しい農村を救済したい」と
いう志は父から受け継いだようで，「郷
里の農村を豊かにする副業を興すこと」
に生涯をかけました。今風に言えば「科
学技術で地方創成を！」，「起業で若者
に職を！」（図➑ -1）というスローガ
ンを掲げて奮闘するのですが，お金の
苦労を知らずに育ったせいでしょうか，
金銭感覚が乏しく，ことごとく失敗に
終わりました。

最初の挑戦は，早稲田大学 商学部を卒
業し（1922，大正 11），郷里に帰って始め
ました。この時は，父から現在のお金
にして約 5,000 万円もらって，炭焼き ･
養鶏 ･ 養豚 ･ 米の仲買販売 ･ 桐の木の
集荷販売（ゲタ製造用）などの事業にトラ
イしました。「これこそが明日の農村を
作る産業になる」「これで日本の農村を
変えられる」などと雄弁に語り，かな
りの規模で取り組んだのですが いずれ
も上手くいかず，2 年ほどで資金を使い
果たしてしまいました。斎藤さんの評
判はガタ落ちで，“ ホラ憲 ” とまで言わ
れる始末でした。

「高い授業料を払ったと思いなさい」と
いう父親の言葉に気を取り直し，今度
は関東大震災の傷跡が残る東京に戻っ

➏ 武井武を 「フェライトの父」 と称賛した Goldman の著書と献辞。

➐ IEEE マイルストーンに認定されたフェライト

の銘板 "Development of ferrite materials 
and their applications".（注 6）

Text of the IEEE Milestone Commemorative 
Plaque: In 1930, at Tokyo Institute of 
Technology, Drs. Yogoro Kato and Takeshi Takei 
invented ferrite, a magnetic ceramic compound 
containing oxides of iron and of other metals with 
properties useful in electronics. TDK Corporation 
began mass production of ferrite cores in 1937 
for use in radio equipment. The electric and 
electronics industries use ferrites in numerous 
applications today.



て，産業組合中央金庫（中金，現農林中央金庫）

に 勤 め る こ と に し ま し た（1924.4）。 公
的な金融機関とはいえ，融資先が比較
的余裕のある農業県に限られ，当時の
東北の農村のように疲弊したところで
は “ 中金 ” の低利の融資さえも利用する
ことができない現実を知るにつけ，志
との違いを意識するようになりました。
ここも 4 年弱で退職し，新事業として
“ 中金 ” 勤務中に農林省の副業課発行の
パンフレットで知ったアンゴラウサギ
の飼育を始めることにしました。

5.1.2. 鐘紡社長（津田信吾）との
出会い

神奈川県中央林間で「東京アンゴラ兎
毛株式会社」を創立し（1932），事業は
順調に立ち上がったのですが，毛の売
り込み先が思うように見つからないと
いう課題に直面しました。そこで斎藤
さんが目を付けたのが，毛織物会社最
大手の「鐘紡」でした。津田信吾（1881

～ 1948）社長の慶応大時代の同級生の紹
介状を持って訪問し，熱弁をふるいま
した。斎藤さんのひたむきな気骨が津
田社長の心をとらえたらしく，数分と
いう予定だった面会時間を長針が 1 周
り半するほど延ばしてくれ，全量買い
付けを約束してくれたばかりか，3 万円

（約 3 億円相当）もの増資までしてくれまし
た。前途洋々たる思いだったのですが，

しばらくして恐ろしい寄生虫病が発生
し，1 つのケージで複数匹飼いしていた
アンゴラウサギが全滅してしまいまし
た。個別飼いのウサギは難を逃れたの
ですが，寄生虫病や伝染病がある限り
安定経営は望めないと弱気になり，か
つ お雇い社長（代議士）とも折り合いが
悪くなり，退社を決意しました。アン
ゴラウサギの事業自体は，寄生虫病を
克服し継続されましたので，鐘紡もそ
の毛を利用することが出来，新ビジネ
スで それなりの収益を上げることが出
来ました。しかし，斎藤さんにしてみ
れば「事業を投げ出した」ことに変わ
りありませんから，鐘紡の津田社長に
詫びを入れに行きました。別れ際に，「こ
んど心中する相手が現われたら，ちょっ
と おれにも耳打ちしてくれ」と言われ，
さらに「次の仕事を探すための “ 暗中模
索費 ”」までもらった斎藤さんは救われ
た気持ちになったのですが，実際には，
鐘紡の津田社長には，彼の忍耐力不足
と移り気が一抹の懸念材料となり警戒
心が芽生えたようです。

5.1.3. 陰の立役者 小泉勝永

次の仕事を探すことになった斎藤さん
は， 電 気 化 学 の 勉 強 を す る た め に 本
学の小泉勝永 助手（1907 ～ 1986，本学電

気化学科の第 1 期生）を訪ねました。2 人
が知り合ったきっかけはアンゴラの事

業がらみでした。アンゴラウサギの毛
は柔らかくて滑らかな手触りが特徴で
保温性や染色性にも優れているのです
が，滑らかさが仇（あだ）となって抜け
毛になりやすい上に，静電気を帯びや
すく，抜けた毛が静電気で他人の服に
くっついて困るという欠点があります。
この点を克服するべく，斎藤さんは父
のつてを頼って専門家を探していた時
に，本学の電気化学科出身の弁護士（長

谷長次，高等工業 1926 年卒）にたどり着き，
静電気なら「この人に相談して見なさ
い」と言って紹介されたのが小泉助手
でした。小泉さんのアドバイスに従っ
て，グリセリン処理を試みたところ見
事に静電気問題は解決し，斎藤さんは

「電気化学」の威力に衝撃を受けました。
そして，電気化学から新事業が生まれ
るに違いないと信じて，小泉さんに個
人教授を乞うたのです。小泉さんは大
の酒好き〔蔵前工業会誌 No. 805, p22-24, 1985-

6〕でしたから，高級料亭で 1 ヶ月ほど勉
強会を続け，津田社長からもらった「次
の仕事の暗中模索費」を使い果たして
しまいました。野口英世が渡米を前に
して，恩人が用意してくれた “ 支度金 ”
を前後の見境なく宴会で使い果たした
ことを想起させます。勉強会を続ける
中で 小泉さんは，斎藤さんが『科学立
国』という大志を抱いていることを知
り，彼に「加藤与五郎先生に会ってみ
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津田信吾
鐘淵紡績社長

1881～1948 （67歳）

54

齋藤憲三
（TDK初代社長，早大商学）

1898～1970 （72歳没）

37才

加藤与五郎
（東工大教授）

1872～1967 （95歳）

63

政界

1942 衆議員 1956 科技庁設置小松屋押しかけ事件（1936.10.8）10万円（約10億円）

    イオウ鉱山を鐘紡に譲渡（1940.3）25万円

🅐🅐🅐🅐
🅑🅑🅑🅑

目的:
新規事業のヒントを得る

結果:
加藤イズムに洗脳され，
薫陶 を得るために弟子

入り

先生の1番大事な発明を私に
事業化させて下さい！

3

約10億
円相当

4

・科学技術で地方創成
・起業で若者に職失敗続き

TDK設立

1

6

陰の立役者:
・小泉勝永*

(電化1期生，1932〔S7〕卒)

・高尾三郎
（慶應鐘紡TDK）

7

ああいう人材は

他にいないね！

9

11

創造科学教育研究所
（1960, S35）

12

➑ TDK の誕生 （1935 〔S10〕 12 月） 過程と社会システム改革。 1 -⓾ : 斎藤憲三が出身地秋田の農村創生を目指して， 再三の起業

失敗にもめげず， 最終的に TDK を設立しフェライトの工業化に成功するまでの経緯， 及び⓫ : 戦後は， 代議士として科学技術

政策の推進にも尽力したことの説明。 参考文献 : 長峰竹芳 （たけよし）， 『創る : TDK の全景』， 1977 〔S52〕。 蔵前工業会誌 No. 825, pp. 17–18, 1987-06。



ませんか」と勧めたのです（図➑ -2）。
小泉さんは高等工業の電気化学科を卒
業した後，新設された東工大に第 1 期
生として入学し，加藤 ･ 武井研究室で
研鑽を積み（1932 年〔S7〕卒）卒業後は私
設助手として研究室に残っていました。

5.1.4. フェライト実用化の
初期の流れ

加藤さんが長期の外国出張中に，ハー
ド ･ フェライトとソフト ･ フェライト
が発明されたことは 4 節で説明しまし
た。加藤さんが帰国後，両フェライト
の国内特許を申請し，ハード ･ フェラ
イトの実用化は三菱電機が，ソフト ･
フェライトに関しては富士電機（後の富

士通）が担当することで話しがまとまり
動き出していました。大手の三菱電機
の方は資金に余裕がありましたので，
外国特許も申請したのですが，富士電
機の方は当時ドイツのジーメンスの技
術導入を図っていた関係もあって，ド
イツから来ていた技術者たちには秘密
のプロジェクトとして推進することに
なっていました。フェライト担当とし
て，加藤 ･ 武井研究室から山﨑貞一（1935

〔昭和 10〕電気化学科卒，図➋）が富士電機に
派遣される形になっていましたが，実
際の研究は東工大で続けていました。
こんな状況下で，大ボスの加藤さんと
次の仕事を求めて暗中模索中の斎藤さ
んが小泉さんの仲介で面談することに
なったのです（図➑ -2）。

5.1.5.  一
いっせ

世一
いちだい

代 の 大勝負
（小松屋押しかけ事件）

挑戦すべき新規事業のヒントを得るべ
く加藤さんとの面談に臨んだ斎藤さん
は，「西欧技術の模倣から脱し，日本の
オリジナリティを確立すべきだ」とい
う『加藤イズム』（創造による産業振興）

に感銘し，「先生の一番大事な発明を私
に事業化させてください」と申し出ま
した（図➑ -3）。何度か話をするうち
に，加藤さんは快諾し，当時は用途が
はっきりしなかったソフト ･ フェライ
トの特許を無償で貸すことにしました。
この間に，斎藤さんと小泉さんは，鐘
紡の津田社長の支援のもとに「自然科
学研究所」を作り，（1）繭から純粋な

絹成分のみを取り出す新紡糸法の開発
と（2）ソフト ･ フェライトの実用化を
目指す構想を練っていました。加藤さ
んはジーメンス社の影響下にある富士
電機より，自然科学研究所の方がソフ
ト ･ フェライトの社会実装に有望と思っ
たのかも知れません。加藤さんは新規
事業の立上げには「10 万円（約 10 億円相

当）ほど必要ですよ」と付け加えること
も忘れませんでした（図➑ -4）。

加藤イズムを具現化する「自然科学研
究所」構想は津田さんの賛同を得て動
き出すのですが，津田さんは小泉さん
を所長に据えて，斎藤さんを切り離し
たいと考えたようです； この研究所（設

立時の名称は「鐘紡理化学研究所」，1937, S12）

でフェライトが取り上げられることは
有りませんでした。鐘紡の高尾三郎（1929

〔S4〕慶應経済，銀座の鐘紡サービス ･ ステーショ

ン所長）が津田さんと斎藤さんとの間の
取次ぎ役として起用されました。本来
“ お目付け役 ” だったはずの高尾さんが
斎藤びいきになり，ついには取締役と
して数年後に TDK に移籍（1940）するこ
とになります。

加藤さんとの約束もあり，斎藤さんは
苦しい立場になりました。取次ぎ役の
高 尾 さ ん を 介 し て 何 度 お 願 い し て も
津田社長からは良い返事は返ってこな
かったのです（図➑ -5）。そこで私費
と知人から集めた 2 万円（約 2 億円）で
受け皿となるベンチャー（東京電気化学工

業㈱，1935〔S10〕，後の TDK）を作り（図➑

-6），資金援助だけでもと津田社長に
お願いし続けましたが会って貰うこと
すら出来ませんでした。

斎藤さんと 2 人 3 脚のつもりだった小
泉さんも気が気ではありませんでした
ので，何度も津田社長に会って説得を
続けていました。そして，「君がそこま
で言うならば，考えてみるか」という
状態まできたところで，小泉さんは盟
友の斎藤さんに状況を知らせ，「もうひ
と押し」を促しました（図➑ -7）。こ
うして有名な “ 小松屋押しかけ事件 ” の
舞台が整ったのです。

＜小松屋事件＞ 1936 年〔昭和 11〕10 月
8 日に銀座の小松屋旅館で鐘紡の重役会

議が開かれることを突き止め，斎藤さ
んは そこへ予約なしに押しかけました。
女中が取り次いだものの埒（らち）があ
きませんでした。実際，津田社長は超
多忙な人で，政治家や財界人など 何人
もが彼に面会するべく待機していたの
は事実です。しかし，一旦断られたか
らといって引き下がるわけにはいきま
せん。そこで動いたのが斎藤さんに同
行していた高尾さんでした（図➑ -7）。
彼は，お目付け役だったにもかかわら
ず，その女中とは顔なじみであるのを
利用して多額のチップを握らせ，「この
男を津田社長の部屋まで案内してくれ」
と無理やり頼み込みました。渋々なが
ら女中が動いてくれたので，彼女の後
について行って，津田さんが重役たち
と会議をしている部屋に 意を決して 
入ったのです。この時の精神状態は “ 神
様が乗り移った ” ようだったそうです。

津田「･･･ 無礼千万だ。何を血迷って重
要な会議をしているところへ面会を強
要するか。それで いったい貴様は人の
道に沿うているのか ･･･」，斎藤「津田社
長は前に私がアンゴラウサギの飼育事
業をやめる許しをいただいた時に『こ
んど心中する相手が現われたらちょっ
と おれにも耳打ちしてくれ』とおっ
しゃいました。今日はその 説明に参り
ました。私の心中の相手であるフェラ
イト磁心は，･･･」，津田「ちょっと待て，
その話は分かりにくいから明日にしよ
う」，斎藤「･･･『明日まで待て』という
ことは，いままで社長が私にいろいろ
お教え下さったことはデタラメだった
ということでございますか？」，津田「何
を根拠にそんなことをいうのか！」，斎

藤「社長はたびたび私に教えてくださ
いました。『鐘紡のような大会社を動か
すには，そこから出てくる色々な問題
を即座に解決しなければならない。オ
レは鼻の真ん中に 1 枚のカミソリを当
てていて，すぐに捌（さば）いていくの
だ。このカミソリに触れるやいなや，
問題は解決するんだ。いかなる問題で
も明日まで待てということはない。そ
の日のうちに決済を与えることがオレ
のモットーだ』と何度も教えて頂きま
した。いま私が心中の相手を見つけて
まいりましたので，事業化のために自
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由に使える資金として 10 万円貸してい
ただきたいと思い，その説明を申し上
げようとしましたのに，『明日まで待て』
とはいったい どういうことですか，ダ
メならダメ，良しなら良しと，ここで
ひとつその社長のお持ちになっている
カミソリによって，即断を下していた
だきたいのです」。津田「よし分かった」
という次第で，斎藤さんは軍資金 10 万
円を手にし（図➑ -8 ,A），手元の 2 万
円と合わせて 12 万円で TDK を稼働さ
せることに成功したのです。

5.2. 武井助教授の戸惑い

上記 TDK 関連の展開は，武井さんが教
授 昇 任（1936.12〔S11〕） を 前 に 長 期 の 海
外出張に出かけていた間（1935.4〔S10〕～

1936.3〔S11〕）の話で，武井さんにしてみ
れば自分に一言の相談もなくソフト ･
フェライトの事業化が，名の知れた富
士電機からベンチャーの TDK に移され
ていたのですから，将来に不安を抱い
たに違いありません。恩師である加藤
さんの決定ですから不平は口にしませ
んでしたが，TDK に対しては しばらく
“ わだかまり ” が解けませんでした。山
﨑貞一が技術責任者として TDK に入社
したのが操業開始から 2 年目の 1938
年〔S13〕6 月で，それも斎藤さんの接待
攻勢に根負けした結果だったと伝えら
れているのも，初期の微妙な人間関係
を反映していたのでしょう。もちろん，
TDK が力をつけ実績を積むにつれ，武
井さんの わだかまりは密着へと変化し
ていきました。

5.3. 死の谷越え
最 初 の 製 品 で あ る フ ェ ラ イ ト ･ コ ア

（Ferrite core, 図➎ C）は，『TDK オキサ
イド ･ コーア』という名称で販売され
ました。この商品は，社会の強いニー
ズに応えて開発したというよりは，新
素材で作った高性能磁心を世に広める
ところからスタートしましたので，初
年度はわずかしか売れませんでした。
最初のユーザーは，上述の小泉さんの
口利きが奏功して採用してくれた通信
機メーカーの安立電気（現アンリツ株式会社）

でした。わずか 400 個足らずでしたが，
足掛かりにはなりました。とはいって

も売り上げは，人件費にも及びません
でしたので，目の前にはベンチャーが
直面するといわれる「死の谷」が広がっ
ていました。この状況を救ってくれた
のは，斎藤さんの副業でした。斎藤さ
んは起業で貧しい地方を豊かにしたい
と種々の挑戦をし，ことごとく失敗し
ていたことは前述したとおりですが，
鉱山探査も試みており，そのうちの 1 ヵ
所（稲倉岳 : 鳥海山の北面に開いた爆裂火口の外

輪山，p. 16 の図�）でイオウ鉱床を掘り当
てることに成功しました。純度 99% と
いう魅力的な鉱床でした。この採掘権
を鐘紡の津田社長に 25 万円で買っても
らう交渉も簡単にまとまりました（1940

年〔S15〕3 月 ）（ 図➑ -⓾ ,B）； イ オ ウ は
化繊レーヨンの製造に必須で，そのか
なりの部分を輸入に頼っていた鐘紡に
とっても願ってもない話だったのです。

こうして転がり込んだ大金により TDK
は生き延びることが出来，戦中は軍需
で，その後は GHQ の指令によってラジ
オの受信機が，スーパーヘテロダイン
方式（高周波と中間周波の 2 つの周波数を使って

信号を増幅する方式）に統一されたために，
この方式に不可欠な部品であるフェラ
イトコアは爆発的に売れ，戦後の TDK
にとっての神風となりました。

5.4. 科学技術振興と
若手の育成など

1947 年〔S22〕12 月，斎藤さんは TDK 社
長の座を山﨑さんに任せ，もっぱら科
学技術振興に献身するようになり，加
藤さんや茅 誠司さんらと協力して「科学
技術庁」の設立に尽力しました（図➑ -
⓫ ,�）。社長になった山﨑さんは，上
述のフィリップス社との関係に苦労し
ながらも，優れたものつくり技術と画
期的な新製品群で競争を勝ち抜き，「TDK
育ての親」になりました（図➋）。加藤
さんは本学を 70 歳で退職した後，同志
社大に移り山崎舜平（不揮発性メモリを発明，

1971 Dr 取得後 TDK 入社，図➋）などの人材を
輩出，武井さんは GHQ との不幸な関係
で本学を 48 歳で辞職し，慶応大学で岡
本明（1969 Dr 取得後 TDK 入社，フェライトの

IEEE Milestone 認定の世話人，加藤科学振興会事務

局長，図➋）らを育成しました。

6. 東工大における その後の
フェライト研究

加藤 ･ 武井研究室からは，星野 愷（やすし，

1909 ～ 1986; 1934〔昭和 9〕電気化学科卒，助手

を経て 1940 助教授，1953 教授）が育ち，（1）
世界に先駆けて，フェライトが優れた
電波吸収体になることを Maxwell の電
磁波方程式から予測し，実際に 80% の
吸収効率のものを試作していましたが，
終戦で研究は中止となり，データは米
軍に没収さましれた。現在のステルス
戦闘機のもとになったと推測されます。

（2）星野さんは，戦後は磁気テープの
技術開発に携わり，TDK と共同でシン
クロリーダーを発明するなど磁気記録
媒体の高性能化に大きく寄与しました。

比較的最近の研究

◆ 1975 年，世界にさきがけて東京工業
大学が研究 ･ 環境教育の一環として取
り組んだフェライト化処理法は，金属
イオンをスピネルフェライト格子中に
取り込み，難溶性の固体として分離す
る手法です。このフェライト化処理法
で分離 ･ 固定化された無機廃液中の有
害金属は土中に埋設後の金属溶出が無
く，2 次公害が生じない画期的な手法で
あり，全国の多くの施設で使用されま
した。しかし，省エネルギー・省資源・
レアメタル回収という点で劣るため，
社会的に存在意義が揺らいでいます。
本学では，大岡山キャンパスの実験廃
液処理施設内に設置されていたフェラ
イト化処理施設を 2009 年度をもって廃
止し，それ以降は外部委託で無機廃液
を処理しています。

◆ 1990 年 代 に は， 内 藤 喜 之（1936 ～

2011，1964 電気 Dr，助手 ･ 助教授を経て，1980

教授，元学長）及び水本哲弥（1984 電気電子

Dr，助手 ･ 助教授を経て，2004 教授，元理事 ･ 副

学長）グループによってフェライト電波
吸収体の開発 ･ 実用化が進められ，（1）
建物外壁や電波暗室等に使用されると
ともに，（2）電磁波回路分野では，1 方
向のみに電磁波を伝搬させることがで
きるアイソレータなどが開発されまし
た。
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◆フェライトメッキという新技術も本学

で開発されました（注 9）： フェライト作

製といえば高温焼結をイメージするの
が一般的ですが，阿部正紀（1972 電子 Dr，

助手 ･ 助教授を経て，1989 教授，2009 名誉教授）

と玉浦 裕（1975 化 Dr，助手 ･ 助教授を経て，

1992 教授，2013 名誉教授）は，水溶液中の
鉄イオンの酸化反応（Fe2 ＋→ Fe3 ＋）を
利用することで，水の沸点以下の温度
でフェライトの薄膜を基板上に堆積で
きるようにしました（1983）。この流れを
くむ北本仁孝（1986 電気電子，助手 ･ 助教授

を経て，2013 教授）や松下伸広（1990 早大電気，

東工大助手 ･ 准教授を経て 2018 教授）や久保田
雄太（2014 無機材，2019 Dr, 助教，2025 准教授）

らは，フェライトめっき磁性薄膜や微
粒子を作り，エレクトロニクスやバイ
オ系の先進材料を開拓しています。身
近な応用では，電磁ノイズ抑制シート
があり，ハサミで切って貼り付けるこ
とによってノイズ電波を抑制し，携帯
電話などの性能向上に貢献しています。

◆バイオ系への応用については，半田
宏（1972 慶應医，東大医科研助手 ･ 助教授を経て，

1991 本学教授，2012 名誉教授）グループも阿
部さんらと共同で「高機能性蛍光磁性
ビーズによる高速 ･ 高感度疾患診断シ
ステムの開発」に成功しています。

◆石原 宏（1968 電子，1973 Dr，助手 ･ 助教授

を経て，1989 教授，2011 名誉教授）･ 大見 俊
一郎（1996 電シ Dr，助手を経て，2007 准教授）

研究室では，Fe 系ペロブスカイト酸化
物を用いて「理想的な新しいメモリ素
子」を開発しました。伊藤 満（1982 材

科 Dr，阪大助手 ･ 本学助教授を経て，1999 教授，

2020 名 誉 教 授 ）･ 谷 山 智 康（1996 慶 應 物 科

Dr，金材研 & 本学助手助教授を経て，2016 名大教

授）研究室では，フェライトが電子のス

ピン（up & down, ± ½）を識別できる
性質を利用して，スピンフィルター素
子の開発や特性解明が行われました。

◆中川茂樹（1985 金大電気 MS，東工大助手 ･

助教授を経て，2011 教授）らは独自のスパッ
タ法で調製したフェライト等を用いて
磁性薄膜工学及び磁気記録技術の開発
に取り組んでいます。加藤 ･ 武井研究
室の直系である山崎陽太郎（1945 ～ 2012，

1974 化工 Dr, 1969 応化 , 1997 教授，2011 特任教

授）研究室はフェライトフィルムの分野
で成果を上げました。

◆上述の玉浦さんは，（1）CO2 を炭素に
まで 300℃という比較的低温で分解固定
化する新素材「カチオン過剰型マグネ
タイト」を発見するとともに，（2）水
溶液から出来るコロイドフェライトの
活用による CO2 の固定化技術を Nature
誌に発表（1990），さらに（3）Al-Cu フェ
ライトを利用して水から水素を取り出
すソーラーシステムを構築するととも
に，ごく最近（4）フェライト（マグネタ

イト）を前駆体とする新規の量子ドット
（直径 数 nm の半導体微粒子で量子サイズ効果が

現れる← 2023 年ノーベル賞）を作製する実用
的な方法の開発にも成功しました。こ
れまでの量子ドットと異なり有毒元素
を含まず，安価という応用面で魅力的
な性質を持っています。この量子ドッ
トを用いた全固体電池は放射線に強く，
木倉宏成（1992 慶大機械 Dr，1998 本学原子炉

研助手，2009 准教授）グループによって進
められている福島原発の廃炉に向けた
リモート ･ センシング ･ ロボットに組
み込むべく国家プロジェクトで支援さ
れています。

これらフェライト関連の研究によって，
環境負荷の小さい究極のエレクトロニ
クス社会の実現と病気の画期的な診断 ･
治療法の開発につながるものと期待さ
れます。

----------------------------
（注 1）1916（大正 5）年に本田光太郎と高

木弘によって発明された KS 鋼（コ

バルト Co，タングステン W，クロム Cr，炭素

C を含む鉄 Fe の合金）は，世界初の永

久磁石。1931 年（昭和 6）三島徳七

によって発明された MK 鋼（アルミ

ニウム Al，ニッケル Ni を鉄 Fe に加えた合金）。

1971 年に金子秀，本間基文らに

よって開発された Fe–Cr–Co 系磁

石，そして 1982 年に佐川眞人ら *
によって開発されたネオジム磁石

（Nd–Fe–B 系）は，史上最強の永久磁

石（KS 鋼の約 60 倍）。*M. Sagawa, S. 
Fujimura, N. Togawa, H. Yamamoto 
and Y. Matsuura: J. Appl. Phys., 55, 
2083–2087, 1984.

（注 2）渦（うず）電流は，トランス（変圧

器）などにとってはやっかいな存

在だが，電磁調理器（IH, induction 
heating）では渦電流による発熱を

利用している。

（注 3）安達竜作，『加藤与五郎 人とその

生涯』，財団法人加藤科学振興会 
編集発行，昭和 49 年 〔1974〕7 月 
30 日印刷 ･発行。

（注 4）松尾博志，『武井武と独創の群像』

_ 生誕百年・フェライト発明七十

年の光芒，工業調査会，2000。

（注 5）山崎陽太郎，「武井先生のフェラ

イト発見とセレンディピティ」，

電気化学会創立 70 周年記念特集

(3) 電気化学タイムトラベル，電

気化学および工業物理化学（現

Electrochemistry）71(7)，585, 
2003。

（注 6）IEEE マイルストーン受賞記念式

典実行委員会，「フェライトの発

明とその工業化」が “IEEE マイル

ストーン ” に認定」，東工大クロ

ニクル No. 451, pp. 2–8, Feb. 2010。
◆ IEEE Milestone は， 電 気 ･ 情

報工学分野で世界最大（会員数約

50 万人）の専門家組織である IEEE
（The Institute of Electrical and Electronics 
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➒ フェライトメッキの原理。 Fe2+ → Fe3+ の

酸化反応を利用して， フェライト薄膜を

作製する 〔出典 : まてりあ 62, 588, 2023〕。

https://www.katof.or.jp/documents/KY_HitotoSonoSyougai.pdf
https://www.katof.or.jp/documents/KY_HitotoSonoSyougai.pdf
https://www.jim.or.jp/journal/m/pdf3/62/09/588.pdf


Engineers, Inc.）が関連分野における

歴史的業績を認定する制度。開発

から 25 年以上経過したものが対象

となり，古くは「ボルタの電池の

発明」（発明年 1799/ 認定年 1999）や「マ

クスウェルの方程式」（1860/2009），

「半導体集積回路」（1958/2009）など

名だたる発明の数々が認定されて

いる。Science Tokyo では，これま

で，「フェライト」（1930/2009）の他，

古賀逸策グループによる「温度非

依存水晶振動子」（1933/2017），及び

最近の末松安晴グループの「長波

長帯光ファイバ通信のための単一

モード半導体レーザ」（1978/2025）と

伊賀健一グループの「面発光半導

体レーザ」（1977/2025）が認定されて

おり，計 4 件となっている。IEEE 
Milestone に認定されると，その業

績を記した銘板 (Plaque) が贈呈され，

ゆかりの地に展示される（本学の場合

は博物館）。◆岡本明（図➋ ），「IEEE 
MILESTONE 登録の経緯とその意

義」。岡本明，「埋もれた偉業に光

あて： 磁性材料 " フェライト "

を調査，日本の発明と確定」，日

経新聞，2009 年 11 月 4 日（文化欄）。

（注 7）フェライトの技術史に関するフィ

リップス社の内部資料入手のいきさ

つが探偵小説のように注 4 の本に

期されている。第 9 章「彼方のラ

イバル」，４節「フィリップス社“内

部資料”」から一部を物語風に書

き換えて以下に紹介する。

武井武博士の門下生である日比谷

氏は，意を決して受話器を上げた。

相手はオランダ・フィリップス社

の広報を担う，マリアンヌ・ヴィ

ンケン博士。 用件は，私（松尾博志）

が執筆を進めていた武井博士の伝

記に関わるものだった。かつて「一

匹狼」として孤独にフェライト研

究に没頭したスネーク博士（1902 ～

1950, ➓）。その知られざる肖像を伝

記に刻むため，日比谷氏は写真の

借用を願い出たのである。恩師の

足跡を世に残したい ― その一念

が，彼を異国の巨大企業との交渉

へと突き動かしていた。

ヴィンケン博士との縁は，その前

年に遡る。1999 年 4 月，日比谷氏

がオランダを訪れた際，日本フィ

リップスを通じて取材の手配をし

てくれたのが彼女だった。結局，

現地での取材に彼女が顔を見せる

ことはなかったが，病に倒れたワ

イン博士（スネーク博士の元部下）の代

役として，研究所の重鎮であった

マイヤー博士を引き合わせてくれ

るなど，陰ながら尽力してくれた

人物である。

日比谷氏には，写真のほかにどう

しても手に入れたいものがあっ

た。A.H. ホイティング氏がまと

め上げた，フィリップ社における

フェライト研究の生きた記録。彼

は電話越しに，熱を込めて訴えた。 

「あの資料 *（1）には，武井博士の

功績を裏付ける極めて重要な事実

が眠っているはずです。フィリッ

プス側の記録と照らし合わせるこ

とで，初めて正確な伝記が完成す

るのです。著者の松尾氏に，真実

を書かせてやりたいのです」

しかし，ヴィンケン博士の回答は

冷ややかだった。 「あれは内部資

料です。外部へ出すわけにはいき

ません」。 かつてマイヤー博士に

断られた時と同じ，厚い壁。だが

日比谷氏は諦めなかった。10 日ほ

どの時を置き，彼は再びダイヤル

を回した。

「ヴィンケンさん，あの文書はす

でにオランダの技術史家が自著で

引用しています。もはや公表され

ているも同然ではありませんか。

それに，まもなく出版される研究

所の公式な歴史書にも掲載される

と聞いています」。 粘り強い説得

に，ヴィンケン博士の頑なな拒絶

がわずかに揺らいだ。

「…… 仮にその文書を送ったとし

ても，オランダ語ですよ。あなた

には読めないでしょう？」 試すよ

うな彼女の言葉に，日比谷氏は食

い下がった。 「いえ，分かります。

確かに習ったことはありません

が，私は何度もアイントホーフェ

ンの街を歩き，人々と接してきま

した。その肌感覚で分かるのです。

オランダ語は英語とドイツ語の，

ちょうど『中間の言葉』なのだと。

両方の言葉を解する私なら，必ず

読み解いてみせます」

受話器の向こうで，ヴィンケン博

士がふっと吹き出した。 「中間の

言葉」―― 日比谷氏が必死に捻り

出したその独創的な論理とユーモ

アが，彼女の警戒心を鮮やかに解

きほぐした。

「分かりました。日比谷さんの情

熱に負けましたわ」 笑いを含んだ

声が続いた。 「武井博士の伝記に

のみ使用するという条件で，一冊

お送りしましょう」。鉄の門扉が

開いた瞬間だった。[Copy-edited 
by Gemini.]

「部外秘」と書かれたその文書
*（1）

には，次のように記されていた（オ

ランダ人が好きになるような逸話

だ）：

【武井伝記（注 4）p.447】 からの引用

特に文書 （フィリップス社の内部資

料） * （1） の 6 ページで， 「日本では

加藤と武井が 1930 年にフェライトの

研究を始めた。 フィリップスの基礎研

究所でフェライトの研究を始めたの

は 1933 年であった」 と述べ，フィリッ

プス社より日本が先行していたことを

明記している。 さらに， 「武井は“近

代フェライトの父”と呼ばれている」

と， 武井に敬意を表し， その言葉は

アメリカのフェライト研究者 A. ゴール

ドマンの 「最新フェライト技術」 ( 図

➏， 初版は 1990 年）からの引用で

あることを注記で示している。

*（1）『フィリップス基磋研究所におけ

るフェライトの研究 ––– l933 年か

ら 1950 年にかけての研究成果』と

いうもので，著者は A .H・ホイティ

ング（Hoitzing）となっている。分

量は 100 ページ弱，発行は 1992 年。

聞き取り形式でまとめたレポート。

（注 8）フェライトの発明が日本でなされ

たことを証明する文書類。武井さ

んが銀行の貸金庫に大切に保管し

ていたもので，武井さんの没後に

見つかった。一時的に加藤科学振

興会（岡本明事務局長）において保管

されていたが，科学史的に永久保

存が望ましいとの観点から，2021
年に本学博物館に寄贈された。

 （注 9）M. Abe and Y. Tamaura, Ferrite-plating 
in aqueous solution: a new method for 
preparing magnetic thin film. Jpn. J. 
Appl. Phys., 22, L511, 1983.
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太平洋戦争

Mn-Znフフェェラライイ トト
1948年

TDKからサンプル入手
1940年

1935年年

フフォォレレスステティィーー Forestie
フェライトの磁性測定
（仏，ネールと共研歴）

1928年

ネネーールル Néel
フェリ磁性論（仏）

1948年

1930年
Cu-Znフフェェラライイ トトの

特許出願
1934年 富士電機製造㈱とフェライト磁心の工業化に

関する共同研究

1929年年
加藤･武井

亜鉛Znの湿式冶金研究に着手

ススネネーークク Snoek
フェライトコア研究開始

（オラ ンダ）

TDK 社社

Philips 社社

東東工工大大

ヒヒルルパパーートト Hilpert
フェライトコアの特許出願
Charlottenburg 工科大（独 ）

1909年

1933年年

1937年
Cu-Znフフェェラライイ トト
鎌田工場で生産

設立

苦渋の特許和解
1956年

Hilpert, Forestierの仕事を知らぬまま

強力な
Baフフェェラライイトト磁磁石石

1952年

両者とも深追いせず
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大
岡
山
駅

震災（1923）後に 蔵前から 大岡山に移転； 仮設校舎

磁性材料フェライト
発祥の地

富士山

グラウンド

現北口商店街

Table 1. Pioneers of ferrite research and development.
Scientist Country Major contribution

S. Hilpert Germany First systematic chemical study of ferrites (1909).
H. Forestier France Detailed study of magnetization and Curie points (1920s).
T. Takei & Y. Kato Japan Invented the first ferrite magnet and core (1930-35), paving the way for estab-

lishment of TDK corporation.
J. L. Snoek Netherlands Developed high-permeability soft ferrites for Philips (1945).
Louis Néel France Theoretical discovery of ferrimagnetism (1948).

➓

⓫
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秋
田

山
形

岩
手

県境
（山形）

（秋田）

稲倉岳 （イオウ鉱床）

鳥海山

にかほ市平沢

フェライト子ども科学館

� TDK の創立者 斎藤憲三の故郷 ( にかほ市平沢 ) には， 「TDK 歴史みらい館」 と 「フェライト子ども科学館がある」。 秋田県と

山形県の境にあった 「稲倉岳のイオウ鉱床」 は，TDK 経営を軌道に乗せるための資金獲得に重要な役割を果たした （5.3 節）。


